
準備体操を統一して行うことで、体力向上に対する教員
の意識を高めた。
①小・中学校で共通した授業ルールを設定

�小学校高学年において、整列・挨拶・準備運動につい
て、中学校と統一した指導を行った。

②こむぎっち体操（上里町制作）の実施
�ふだん使わない筋肉を刺激し、筋力を高め、しっかり
した体幹をつくるために、各小学校の準備体操に、上
里町が制作した「こむぎっち体操」を取り入れた。
2	上里町体力向上授業研究会の実施

新体力テスト実施後、各小・中学校より結果データを
集め、町全体の体力を分析し、体力の課題を明確にして
いる。その課題解決に向けた「研究の目的」を設定し、
授業研究会を実施している。小・中学校の連携を深める
ため、研究協議では、3人から4人のグループに分か
れ、授業の進め方や教具の工夫などについて話し合った
り、各学校での取組や悩み等の情報交換を行った。
3	新体力テスト（2回目）の実施

2学期後半に、2回目の新体力テストを行った。実施
する種目については、町の体力課題に関連する種目に

1	取組時の課題
町内の児童生徒の体力は、新体力テストの結果をみる

と、県平均に届かない種目が多い。体を動かす時間の減
少や遊びの内容の変化が大いに影響していると思われ
る。特に「投力・持久力」が、ここ数年間の課題となっ
ている。
2	取組の計画
①児童生徒一人一人に運動の楽しさや喜びを味わうこと

のできる授業を実践する。
②学校の教育活動全体を通じて、計画的、継続的に指導

するとともに、運動しやすい環境の整備・充実に努め
る。

1	体育的活動の充実
各小学校では集団での遊びや短時間の運動を通して、

各中学校では決められた時間・種目での運動を通して、
体力向上の取組を行った。また授業のルールや町独自の

PlanPlan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

▲チャレンジタイムでのドッジボールの様子（神保原小学校）

▲恐怖心をなくすペットボトルハードル（長幡小学校）

▲集団走の様子（上里北中学校）

▲運動会でのこむぎっち体操の様子（七本木小学校）

…………市区町村教育委員会の取組

埼玉県上里町教育委員会

PDCAサイクルを意識した体力向上の取組
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び」を取り入れている。毎時間授業の中で3人から4人
のグループ活動を入れ、学び合える環境をつくってい
る。グループ活動では、「運動のポイントを伝える人」

「準備・サポートする人」「運動する人」等の役割分担を
行い、和やかな雰囲気で、お互いに支え合いながら活動
している。また、グループ内で運動のポイントを伝え合
うことで、運動の理解が深められ、意欲の向上につな
がった。

全国体力・運動能力、運動習慣等調査での児童生徒質
問紙の結果から、「運動が好き」「運動がやや好き」と答
えた割合が10ポイント増加した。また、新体力テスト
の結果をみると、総合評価A＋B、A＋B＋Cの割合が、
少しずつであるが、増加傾向にある。運動に対する意欲
が高まるとともに、町全体の体力が向上した。

小学校から中学校へ進学すると、「運動が好き」と答
える生徒の割合が低くなっている。また「20mシャトル
ラン・持久走」では県平均に届かない学年が多く、「持
久力」に課題が残る。再度課題の分析と対策を町全体で
考えていく必要がある。

今後は、中学校から小学校への出前授業、新体力テス
トに向けての指導者講習会、部活動との連携、先進校視
察など、小・中学校間の連携や、教員の指導力向上を視
野に入れた研修を充実させ、更なる町全体の体力向上に
努めていきたい。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

絞って決定した。各学校では、2回目の新体力テストに
向けて、記録が伸びるような手立てを考え実践し、指導
技術の向上につなげた。
4	体育実技指導員の活用

各小学校に週2回、1日3時間、体育の実技指導員を配
置し、体育の授業において個人に応じたきめ細かな指導
を行った。特に「器械運動」では、試技を見せたり、運
動中に補助に入ることで、児童が安心して運動に取り組
むことができた。
5	町内小学校なわとび大会の実施

持久性・スピード・敏捷性等の向上を図るため、「長
なわ8の字跳び」を各小学校で行った。2月までに、時
期を選び実施し、1年生から6年生全クラスの「長なわ8
の字跳び」の記録を各小学校から集め、各学年1位から
5位までを表彰した。各小学校で記録を競い合うこと
で、児童になわとびの楽しさを感じさせ、体力向上に対
する意欲付けと習慣化を図った。
6	「協同的な学び」を取り入れた体育の授業の実践

各中学校では、大学から講師を招き、「協同的な学

▲運動の補助に入っている様子（賀美小学校）

▲和やかな雰囲気でグループ活動している様子（上里中学校）

▲長なわ8の字跳びに向けて個人練習の様子（上里東小学校）
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揃えた取組を行っていくことが難しい。そこで、各学年
1名ずつの部員から構成される健康安全指導部が中心と
なり、強いリーダーシップを発揮して、児童の体力の向
上を図る取組を推進している。主な役割としては、指導
方法の提案や年間指導計画の見直し、新体力テストの分
析、取組方法の決定・指示を行っている。特に指導のね
らいを有効に伝達するために、長期休暇を利用して実技
研修会を行い、「5分間運動」等についての理解を深め
るようにしてきた。
（2）	体育専科教員の配置と役割

体育専科として、中高の保健体育科の免許を持つ教員
が2名配置され、高学年の体育館での体育の授業を担当
し、担任とともにTTで授業を行っている。1人は、経
験豊富なベテラン教員で、もう1人は、熱意に満ち溢れ
た若手教員であり、専門性を生かして充実した体育の授
業を行うとともに、健康安全指導部との連携のもと、全
校での指導の均一化を図る役割を担っている。
2	体育の授業の充実

教職員数の多い朝日小学校では、体育の授業の進め方
も様々で、各学年・各学級において、統一性のない指導
が行われていたため、学校全体で指導方法の均一化を図
る必要があった。そこで、次の3つのことを体育の授業
づくりのベースとし、体育の授業改善を行っている。
①授業始めに目当てを提示し、授業後に振り返りを行う

こと
②十分な運動量を確保すること
③授業の導入を大切にし、児童が意欲的に主運動に取り

組めるようにすること（ペアストレッチ、5分間運動
の実施）

◆教育委員会を軸として
町では、1小学校、1中学校であることを強みとし

て、同じ学年集団の子供たちの様子を9年間、更に1園
のあさひ園を含めるなら15年間継続して見続けること
で、一貫して「子供の運動能力向上と学力向上をメイン
とした途切れのない教育」を進める『育ちのリレー』事
業があり、園・小・中の連携を教育委員会中心に行って
いる。年間3回の教職員研修会を開き、「学力向上」や

「体力向上」をはじめとする、6つの教育課題を設定し、
各分科会に分かれて園・小・中の取組について教職員が
情報交換する場をもち、成果や課題について話し合うこ
とで、系統的で一貫した取組につなげている。

あさひ園では、目指したい子供像のトップに「身体を
動かして遊ぶことを喜ぶ子」を掲げ、ここ数年、指導計
画に様々な取組を盛込み研修を行うなど、体つくりに最
も力を入れてきた。ここをベースとして、小学校が受け
継ぎ、児童の実態や発達段階に応じた指導法のあり方を
中学校と連携して考え、以下のように実践している。27
年度は、その成果がようやく現れてきつつあると言える。

◆朝日町立朝日小学校の組織で取り組む体力向上

1	取組時の課題
団地建設に伴う急激な児童数の増加で、2棟の仮設校

舎設置を設置したため、十分な運動スペースが確保しに
くくなった。それが要因の一つとなり、児童の体力は明
らかに低下傾向にあったので、体力の向上を図るために
は、体育の授業を充実させていく必要があった。
2	取組の計画
①健康安全指導部、体育専科教員を核として、学校全体

で体育の授業の充実を図る。
②体育の授業の質を高め、運動することを楽しみ、たく

さん運動する児童を増やす。
③体育的行事を充実させ、児童が運動習慣を身に付ける

良い機会とする。

1	組織的に取り組むために
（1）	健康安全指導部の役割

教職員数が60名を超える大きな組織では、足並みを

PlanPlan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

▲若い体育専科教員の指導

…………市区町村教育委員会の取組

三重県朝日町教育委員会

組織的な体力向上の取組
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果が得られた。

児童の体力向上のためには、現在は高学年にしか配置
できていない体育専科の教員を、全学年に配置できるよ
うにすることが望ましい。また、実技研修会を継続して
実施し、全教職員の指導技術の向上を更に進めていく必
要がある。

27年度には小学校に新しい体育館とプールの建設も完
成し、児童が雨天時においても活動が保証されるように
なったので、更なる体力・運動能力の向上を目指して『育
ちのリレー』の取組を充実させ、中学校へとつなげたい。

Action 今後の課題と取組

●工夫したこと
①体育専科として最適な人材を配置。
②複数のクラスで授業を行う体育専科教員を有効活用し

て、指導の均一化を推進。

学校をあげての取組を行ってきたことにより、体育の
授業における児童の姿が変わってきた。自ら進んで動
き、進んで考えて、主体的に体育の学習に取り組む児童
が増えてきた。「運動が好き」「体育の授業は楽しい」と
いう児童も、以前より増加している。その結果、今年度
の新体力テストでは、多くの種目で昨年度よりも良い結

Check 取組成果の評価

▲ペアストレッチ ▲体育の授業風景

健康安全指導部
・指導方法の提案
・年間指導計画の見直し
・�新体力テストの分析、取組方法の決定・

指示

全教職員

授業改善・指導技術の向上

連携

提案・伝達

（朝日小学校における取組の流れ）

体育の授業の充実
（児童の運動意欲の向上 → 体力の向上）

体育専科教員
・専門性を生かした指導
・児童の運動意欲の向上

事例23

教
育
委
員
会
の
結
果

0 10 20 30 40 50 60
H27
H21

●男子
49.1

57.1

0 10 20 30 40 50 60
H27
H21

●女子

（点）

（点）

48.2

58.1

0 10 20 30 40 50 60
H27
H21

●男子
35.6

43.0

0 10 20 30 40 50 60
H27
H21

●女子

（点）

（点）

43.7

48.5

●体力合計点
●小学校 ●中学校

市区町村教育委員会の取組 /91

分析結果と
取組事例


